
平成２９年度 宮城県連合中学校教育研究会理科研究部会 

 

第２回 幹 事 会 

 

                       日時：平成２９年９月２５日(月)１４：３０～ 

                       場所：栗原市立志波姫中学校 会議室 

                                               司会：事務局 

 

次  第 

                                       

 

１ 開会のあいさつ                                部会長 

 

２ 出席者確認 

 

３ 報告・協議 

                                    

 《団体運営用務》 

   （１）第６４回全国中学校理科教育研究大会(北海道大会)について（報告）  部会長 

     ・平成２９年８月２日(水)～８月４日(金） 

           部会長     佐々木 勉 校長 

           地区代表   大崎地区   涌谷町立涌谷中 白戸剛司 教諭 

      → 分科会発表（資料掲載） 

       仙台北地区  仙台市立広瀬中 鈴木芳行 教諭 

                  仙台南地区  仙台市立山田中 佐々木稔 教諭 

・東北ブロック打ち合わせが８月２日にあった。H３１秋田大会について。 

 

      （２）平成３０年度 第４５回東北理科教育研究協議会仙台大会について     仙台地区会長 

        ・平成３０年１０月２６日（金）   

           中部会長 仙台市立愛宕中 遠藤武彦 校長 

小部会長 仙台市立岩切小 丹野富雄 校長 

           ・全体会＜午前＞ 

           仙台市科学館（開会行事 記念講演 閉会式） 

 ・公開授業及び分科会＜午後＞ 

中学校 仙台市科学館 

小学校 仙台市立長町小学校（予定） 

       ＊発表者等詳細については，後日開催される東北理科教育研究協議会の場で決定？ 

・中学校の授業者は，広瀬中鈴木先生，山田中佐々木先生。 

・記念講演は東北大学災害科学国際研究所 所長 今村 文彦 教授 

・研究発表については，ローテション通りであれば（県大会を兼ねるため）県内各地区から４名だが，

東北大会実行委員会でで検討してもらう。 

 

    （３）第３８回宮城県中学校理科教育研究大会(栗原大会)について    

                                    事務局・部会長 

                期日：平成２９年９月８日（金） 

         場所： 志波姫中学校（午前 ジオパーク見学､午後 授業研究） 

                  事後アンケート（別掲） 

・事後アンケートから，若い先生方にはとても勉強になったようだ。 

 

      （４）第３９回宮城県中学校理科教育研究大会（仙台大会）について   仙台地区会長 

         ＊ 第４５回東北理科教育研究協議会仙台大会と兼ねて実施 



    （５）第６５回全国中学校理科教育研究大会（兵庫大会）について       部会長 

              平成３０年８月８日（水）～１０日（金）ＡＮＡクラウンプラザホテル神戸 

                                                    神戸芸術センター 

             分科会発表割り当て  岩手（観察実験）  青森（学習評価） 

                                   宮城は割り当てなし 

   （６）第６６回全国中学校理科教育研究大会（秋田大会）         部会長 

            第４６回東北理科教育研究協議会秋田大会について  （資料掲載） 

       期日 平成３１年８月８日（木）～９日（金） 

              会場 アトリオン音楽ホール他 

       分科会発表割り当て案 秋田（教育課程）  山形（学習指導） 

宮城（観察実験）  福島（環境教育） 

青森（学習評価） 

＊私立中の発表 岩手から宮城に変更できないか？ 

・H２７年度東北理理事会にて，東北各県が何らかの形で関わることが確認されている。これを受け

て上記の分科会発表割り当てが案として出された。 

・私立中に打診する場合。①全中理に対してどのような帰属意識を持っているのか分からない。②私

立学校で作っている会などがあるのか，なければどのうようにアプローチするべきなのか。の２点が

問題である。 

・発表者については，今年度中に打診し，来年度１年かけて準備をしてもらうようにするべきだ。ま

た，全中理兵庫大会へ派遣も必要になる。 

・発表者について，長期研修者などで妥当な人がいないか，仙台地区で探してほしい。 

 

    （７）関連事業 

      ○「研究紀要第４２号」の編集刊行について               事務局 

       ★ 昨年と同じ内容で、各地区事務局毎にＣＤ３部ずつ配布 

          ※ 各教育事務所  ２部（所長・担当） 

       ・本日，各地区へ「原稿依頼」。「原稿〆切」は１月１０日（水） 

       ・各地区への配布は、第３回幹事会にて 

          ・予算確認   ・内容…別紙 

・第１回幹事会で提案した，各地区へ CD３部ずつの配付を了承してもらった。 

 

    ○「新しい理科の指導資料」第４６集  について              事務局 

       ★平成３０年２月に案内文書が送付予定 

                申し込み：各地区希望をまとめて，事務局（瀬峰中まで）ＦＡＸ送付             

 ・申し込みは各地区ごとの事務局で行う。県事務局ではまとめない。 

 ・記載してほしい資料があれば事務局まで連絡を。 

 

《研修活動に関連する内容の用務》 

  （１）各地区からの情報交換による研修 

        ○仙台市                               ○仙台管内 

 

 

 

○栗原                                 ○大崎 

 

 

 

○登米                                 ○石巻 

 

 

 

○南三陸                               ○大河原 



  （２）その他 

 

 

 

４ その他 

・理科部会で持っている，「積立」と「研究助成」の口座の一本化について事務局より提案し，了承

された。 

  →第３回幹事会において，紙面を持って再提案。なお，部会運営費は一本化できない。 

 

 

５ 閉会のあいさつ                              副部会長 


